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{自的1ATP synthase 8， 6遺伝子の多裂が、持久的
能力やそのトレーナピリティーにおける億人設と鎚逃
しているかを検討することを浸的に研究を行った。
{方法}成人努役69名が、 8:i遊間の持久的トレーニン
グに参加した。持久的能力の指擦として、トレーニン
グ前後にやOzmax を測定したG また、各~護人のATP
synthase 8， 6遺伝子の犠議題己安Ijを決定した。 ATP
synthase 8. 6遺伝子における多訟は、 Cambridge
Sequenceを禁に決定された。遺伝子の各部伎において
Cambridge sequenceと向じ境基であった被検者をCam
群、 Cambridgesequenceと異なる支援義であった被検者
をnon-Cam群とし、多重2が存在したきIH立において2群
fUlの持久的能力およびそのトレーナピリティーを比較
した。{結果18:i遊間の持久的トレーニングにより、
VOzmax は41.7土 5.6mllmin/kgから47.8土 5.6
m!/min/kgへと、 15.3土 8.9%の増加を示した。
トレーニング話{のVOzmaxは26.6mllmin/kg-58.0 
ml/min/kgの範簡を訴し、またトレーニンク・効果にお
いては0.1%~54.7 %もの大きな俗人獲が恕められた。
ATP synthase 8. 6の遺伝子において、 Cambridge
Sequenceと異なる塩基を示した部伎は、会談検者にお
いて842bp中延べ25カ所であった。 Cam群とnon-Cam
群のトレーニング紛のVOzmaxおよびそのトレーナピ
リティー(おム VOzmax)を比較した。その結果、 9165
において、Cam鮮仏=67;%ムくrOzmax=14.9土 8.6免)
はnon-Cam群いごと%d. VOzmax:::29.6土 10.6%) 
と比較して%ムV02maxがfs:い可能性が示された。
{考察}本研究でみられたATPsynthase 8， 6遺伝子
の9165における多援は、アミノ畿緩換を伴っていないむ
したがって、この部設における多裂がATPsynthase 
の活性に彩警察することは考えられない。また多裂によ
り差が認められた表現裂は%6VO抑制であったが、
ATP synthase 8， 6遺伝子における多怒が、全身のト
レーナピリティーの繍人笈と関連しているとは考えに
くい。そこで、今留の被殺者のうちコントロール領域
の叡列を決定した55名の被検者において、 9165の多裂
がコントロール領域の多型と 1)ンクしているかを検討
したところ、 16259と260においてリンクしている多滋
がみられた。したがって、今回のATP synthase 8， 6 
にみられた多重苦とトレーナピリティーとの総連は、コ
ントロール綴域の多裂の影響である可能性がある。
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